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※事務局記入欄 

№ B-52 

【様式２】 

部門名： 

働き方改革部門 

エントリー名： 

鹿児島県鹿屋市立西原小学校 （教諭 前田 剛） 

活動名： 

チーム西原の働き方改革 
～協働で考える業務改善の在り方 

解決すべき課題：  

働き方改革についてアンケートをとったところ，多忙感を感じている職員が９０％を超えていることが分かっ
た。【図１】また，業務改善したいが，どうすれば改善できるのか分からないというような意見もあった。【図２】
忙しいとは感じているが，何をどうすれば忙しさを軽減できるのか考える機会がなく，業務に追われているような
感覚をもっている職員が多いことが分かった。そのため，自分たちの業務を見つめ直し，自分たちでできる働き
方改革を進める必要があると考えた。 

目標・方針： 
（１）働き方改革のための業務の見える化を行う。 
（２）業務改善対策の立案を協働で考える。 
（３）考えた業務改善策を実行する。 

活動内容：  
（１）業務の見える化 
    日々行っている業務は，どのようなものがありそれにどれぐらいの時間がかかり，どれぐらいの頻度で行って

いるかを個人で考え，業務マップの作成【図３・写真１】を協働で行った。 
（２）業務改善対策立案 
    作成した業務マップから，すぐに改善すべき業務を３つ選び，どのようにすれば時間や頻度を減らすこと

ができるかを協働で考えた。 
（３）業務改善策の実行 
    考えた業務改善策をすぐに実行できるもの【図４】，次年度へ向けて準備を進めるもの【図５】に分け

た。すぐに実行できるものについては，職員会議で話合いを行い，全職員の共通理解のもと，２学期か
ら実施することにした。実施するにあたり保護者の協力が必要なものについては，学級 PTA で伝える【図
６】ようにした。次年度へ向けて準備を進めるものは，教育課程編成時に話し合っていくことにした。 

活動の成果：  

研修後のアンケートで以下のような感想をいただいた。（アンケートの数値結果は【表１】参照） 
○ 「多忙」という言葉が先走りする中で，実際はどうすれば改善されるのかという一歩前に踏み出せた。ある

いは，踏み出せそうな気がした。 
○ 皆で何を簡略化できるかを話し合うことができよかった。相手のことを考えて行動ができるよう，自分自身

もしっかり意識していきたい。 
○ スタンドプレイではなくて，チーム西原小で解決していくスタンスが素晴らしいと思った。 
○ とても分かりやすく，改めて自分たち自身も動き，変わっていかなければという思いになった。業務を洗い

出すことで「見える化」できたので，今後どのように効率化できるか考えながら働いていきたいと思う。 
○ 業務改善のやり方がよく分からなかったが，一人で考えるのではなくみんなで考えることが大切で，みん

なで今後取り組むことができたら，より業務改善が進むのではないかと思った。 
業務改善について，職員が主体的になって考え，協働で取り組むことができたのではないかと思う。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
○ 働き方改革について職員の実態を知ることで，その必要性を自分事として全職員が感じることができた。 
○ 業務を時間と頻度という視点で見える化したことで，多忙感の原因を知り，それに対する改善策を考える

ことができた。 
○ 協働で行った業務マップの作成により，自分では気付かなかった業務に気付いたり，互いにアドバイスしな

がら業務の削減策を考えたりすることができた。 
○ どうすれば業務改善できるかを協働で考えることにより，働き方改革は誰かがしてくれるものではなく自分た

ちが進めていくこともできると感じてもらうことができた。 
○ 今後，学校評価の項目に働き方改革を加え，定期的に数値による評価と話合いを継続していく。 

図 1【アンケート結果１】                   図２【アンケート結果２】  

  
図３【業務マップ】                      写真１【作成した業務マップ】 

   

       

 

図４【２学期からの業務改善】             図５【次年度へ向けて考える業務改善】 

   

図６【PTA 資料】                   表１【研修後のアンケート結果】 

      
 

縦軸→頻度（毎日，週３回以上等６段階） 
横軸→時間（0~0.5,0.5~1時間等７段階） 

黄色→子供，授業準備  ピンク→保護者 
黄緑→校務          青  →事務処理 

数値が高いほど高評価 


